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令和７年　第１回定例会

　令和７年第１回定例会が３月５日から３月 14 日まで
の 10 日間の会期で開催されました。令和７年度一般会
計予算などの町長提出議案など 50 件が審議され、採決
の結果原案どおり可決・同意されました。
　今回、「袋田観瀑施設の設置及び管理に関する条例」一
部が改正され、袋田の滝の利用料金が 7 月 1 日から値上
げされることになりました。

令和７年度当初予算６つのポイント令和７年度当初予算６つのポイント
～日本一幸せなＤＡＩＧＯづくり～～日本一幸せなＤＡＩＧＯづくり～

日本一幸せなＤＡＩＧＯづくりに
115115億70007000万円（令和７年度 一般会計当初予算）

　令和７年度の予算編成に当たっては、第７次大子町総合計画だいご未来ビジョン 2027 が策
定されたことから、大子町の目指す将来像「豊かな資源をつむぎ 人々がゆたかに暮らし、訪れ
るまち 奥久慈に輝く日本一幸せな DAIGO」の実現に向け、社会情勢や環境等の変化に対応し
ながら、希望ある未来が描ける予算となるよう、重点施策の積極的な展開を図ります。

≪基本方針≫

ポイント１　安全・安心快適なだいご

ポイント２　健やかでやさしいだいごづくり

○中心市街地排水処理施設整備工事
●中心市街地管渠敷設工事
●防災重点農業用ため池防災工事
●茨城県防災情報設備更新負担金
●内水氾濫浸水区域図作成業務委託
●土砂災害・洪水ハザードマップ更新業務委託

○養護老人ホーム入所者措置費扶助
●高齢者帯状疱疹ワクチン接種（定期接種）
○常陸大宮済生会病院運営費
○高齢者肺炎球菌ワクチン接種（任意接種）
●スポットクーラーレンタル料

１億１８１６万円
６３４３万円
２８３０万円
２７６０万円
８０８０万円
５６５０万円

１億４８５０万円
４６４６万円

６９１万円
１１４万円

９万円

●新規　○継続　◎拡充
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　令和 7 年度は上記の事業をはじめ、たくさんの事業が予定されています。
　歳入（収入）や歳出（支出）などの詳細については、
　大子町ホームページでご覧いただけますので、
　右の QR コードを読み取ってください。

ポイント３　豊かでにぎわいあふれるだいご

ポイント４　明日を担う人を育むだいご

ポイント５　未来への基盤が整っただいご

ポイント６　みんなでつくるだいご

○森林環境譲与税活用事業
●観光交流施設建築工事
●耐震性貯水槽整備工事
○中高連携（大子清流高校魅力化）事業業務
● OSAKA KANSAI JAPAN　EXPO2025 魅力発信事業
○台湾からの誘客推進業務

◎ブリティッシュヒルズ英語研修費
●妊婦のための支援給付金
◎プロスポーツ応援事業
○部活動地域移行コーディネーター
●無痛分娩費助成金
●産婦人科医師修学資金等貸与事業

●（仮称）まちなか防災スクウェア整備工事
◎スクールバス運行業務委託（中学校）
○ AI 乗合タクシー運行業務
●スクールバス購入
●まちなか回遊散策路整備工事
●コンビニ交付システム標準化対応改修業務

● 新上岡橋配水管移設工事
◎ 未来へつなぐプロジェクト補助金
● 地域おこし協力隊事業
● おくやみ窓口開設業務
○ 清掃用備品（廃プラ回収 BOX 購入）

８５７５万円
５億４６４８万円

３５８３万円
３１２０万円

７８０万円
３７９万円

５６２万円
３００万円
１９８万円
１０９万円
１００万円

１５万円

４億８５６９万円
９９９９万円
５２７４万円
５０００万円
１３７８万円

５０６万円

 ５５００万円
５８２万円
４１４万円

３９万円
３５万円
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　7 月から袋田の滝の料金が変わります。
　これは、社会情勢や町の財政状況を踏まえて、施設の老朽化対策の費用や今後イベント費用
などに充てられる見込みです。

袋田の滝の利用料（トンネル料金）が袋田の滝の利用料（トンネル料金）が
改定されます！改定されます！

利用者 変更前料金 変更後料金 料金以外の変更
大人（個人） ３００円 ５００円 ・「１人１回につき」が「１人１日につき」

になります（団体も同じ）
・団体は「３０名以上」から「２０名以
上」になります

こども（個人） １５０円 ３００円
大人（団体） ２５０円 ４００円
こども（団体） １００円 ２００円

一般会計補正予算（第10号）の主なもの
歳　　入 補　正　額

町税 ３３９４万９千円
国庫支出金 △５５９０万９千円
県支出金 △４６８１万４千円
繰越金 △２億３９９０万１千円

歳　　出 補　正　額
物価高騰対応重点支援地方創生臨時給付金 △３９８１万円
私立保育園保育児童委託料 ２０１３万６千円
児童手当給付金 △８１００万円
観光交流施設敷地造成工事 △１６００万円
森林環境譲与税基金積立金 ２２９９万８千円

第１回定例会　提出議案と審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果
議案第９号 大子町犯罪被害者等支援条例 原案可決

議案第１０号 大子町産婦人科医師修学資金貸与条例 原案可決
議案第１１号 大子町産婦人科医師研修資金貸与条 原案可決
議案第１２号 大子町行政組織条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第１３号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例 原案可決
議案第１４号 大子町公共施設の暴力排除に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第１５号 大子町公文書公開・個人情報保護審査会設置条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第１６号 大子町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 原案可決

議案第１７号 大子町職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び大子町職員の育児休業等に関する
条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第１８号 袋田観瀑施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第１９号 大子町医師修学資金貸与条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第２０号 大子町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第２１号 大子町印鑑条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第２２号 大子町教育支援センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第２３号 大子町立公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第２４号 大子町文化財保護審議会条例の一部を改正する条例 原案可決
議案第２５号 大子町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第２６号 茨城消防救急無線・指令センター運営協議会を組織する構成団体の数の増加及び茨城消防
救急無線・指令センター運営協議会規約の変更について 原案可決
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議案第２７号 町道路線の認定について 原案可決
議案第２８号 町道路線の廃止について 原案可決
議案第２９号 大子町文化福祉会館の指定管理者の指定について 原案可決
議案第３０号 大子おやき学校の指定管理者の指定について 原案可決
議案第３１号 大子町農業委員会委員の任命について 原案同意
議案第３２号 大子町農業委員会委員の任命について 原案同意
議案第３３号 大子町農業委員会委員の任命について 原案同意
議案第３４号 大子町農業委員会委員の任命について 原案同意
議案第３５号 大子町農業委員会委員の任命について 原案同意
議案第３６号 大子町農業委員会委員の任命について 原案同意
議案第３７号 大子町農業委員会委員の任命について 原案同意
議案第３８号 大子町農業委員会委員の任命について 原案同意
議案第３９号 大子町農業委員会委員の任命について 原案同意
議案第４０号 大子町農業委員会委員の任命について 原案同意
議案第４１号 大子町農業委員会委員の任命について 原案同意
議案第４２号 大子町農業委員会委員の任命について 原案同意
議案第４３号 大子町教育委員会委員の任命について 原案同意
議案第４４号 令和６年度大子町一般会計補正予算（第１０号） 原案可決
議案第４５号 令和６年度大子町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決
議案第４６号 令和６年度大子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第４７号 令和６年度大子町介護保険特別会計補正予算（第５号） 原案可決
議案第４８号 令和６年度大子町介護サービス事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第４９号 令和６年度大子町水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第５０号 令和７年度大子町一般会計予算 原案可決
議案第５１号 令和７年度大子町国民健康保険事業特別会計予算 原案可決
議案第５２号 令和７年度大子町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決
議案第５３号 令和７年度大子町介護保険特別会計予算 原案可決
議案第５４号 令和７年度大子町介護サービス事業特別会計予算 原案可決
議案第５５号 令和７年度大子町浄化槽整備事業会計予算 原案可決
議案第５６号 令和７年度大子町水道事業会計予算 原案可決
議案第５７号 土地の取得について 原案可決
議案第５８号 大子町営宿泊施設福寿荘の指定管理者の指定について 原案可決

議案の賛否状況
　採決にあたり、意見が分かれた議案の賛否状況をお知らせします。

議　案
番　号

議　案　名

賛否数 議　　　　員　　　　名
賛　

成

反　

対

介
川
秀
男

高
村
和
成

根
本
厚
子

飯
村　

剛

川
井
正
人

福
田
祥
江

須
藤　

明

菊
池
靖
一

佐
藤
正
弘

大
森
勝
夫

齋
藤
忠
一

第18号 袋田観瀑施設の設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例 9 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － ○

第20号 大子町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の
一部を改正する条例 9 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － ○

第50号 令和７年度大子町一般会計予算 9 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － ○

第51号 令和７年度大子町国民健康保険事業特別会計予算 9 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － ○

第52号 令和７年度大子町後期高齢者医療特別会計予算 9 １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － ○

第53号 令和７年度大子町介護保険特別会計予算 ９ １ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × － ○

※○＝賛成、× ＝反対、－＝議長（大森勝夫議長）は採決に加わりません。
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町内施設の指定管理者が
指定されました！
　今回は、文化福祉会館など３施設の指定管理
者が次のとおり指定されました。

　大子町教育委員会委員の旅
たび

澤
さわ

有
く に よ

代さんが、令和 7 年３月 20 日で任期満了となるため、引き続き
同氏を任命することに同意しました。任期は令和７年３月 21日から令和 11年３月 20 日までです。

　令和７年３月 31日で任期満了となる大子町農業委員会委員の任命に当たっては、下記の12 名を
任命することに同意しました。任期は令和７年４月１日から令和 10 年３月 31日までです。

　第１回臨時会が１月 24 日に開催され、町長提出議案９件（うち報告１件）について、すべての議
案が全会一致で可決されました。

○益
ま し こ

子　庄
しょう

次
じ

さん（２期目）

〇益
ま し こ

子　英
ひ で お

雄さん（４期目）

〇大
おおはた

畠　義
よしてる

照さん（４期目）

○見
み

越
こし

　文
ふみ

江
え

さん（２期目）

〇齋
さいとう

藤　美
み え こ

枝子さん（４期目） 

〇鈴
す ず き

木　和
か ず こ

子さん（４期目）

〇藤
ふ じ た

田　一
か ず や

也さん（１期目）

〇仲
な か の

野　壽
ひさし

さん（４期目）

〇菊
き く ち

池　洋
よういちろう

一郎さん（４期目）

〇塙
はなわ

　正
ま さ ひ こ

比古さん（４期目）

〇町
まちしま

島　万
ま

千
ち こ

子さん（１期目）

○菊
き く ち

池　章
あ き お

夫さん（１期目）

指定管理者制度とは
町が設置している公の施設の管理を
民間事業者などが担う仕組みのこと
で、議会の議決を経て町が指定しま
す。この制度により、更なる経費削
減や住民サービスの向上が期待でき
ます。

指定管理者に
管理を行わせる施設

指定管理者に
指定する団体 指定する期間

○名　称　大子町文化福祉会館
○所在地　大子７２２番地１

○所在地　大子町大字大子 722 番地 1
○名　称　社会福祉法人大子町社会福祉協議会
○代表者　会長　高梨　哲彦

令和 7 年 4 月 1 日～
令和 12 年 3 月 31 日

○名　称　大子おやき学校
○所在地　槙野地 2469 番地外 34 筆

○所在地　大子町大字池田 2830 番地１
○名　称　一般社団法人大子町振興公社
○代表者　理事長　高梨　哲彦

令和 7 年 4 月 1 日～
令和 10 年 3 月 31 日

○名　称　大子町営宿泊施設福寿荘
○所在地　池田 2694 番地 1

○所在地　東京都中央区日本橋室町二丁目 3 番 1 号
○名　称　株式会社フソウ
○代表者　代表取締役　社長執行役員　角　尚宣

令和 7 年 4 月 1 日～
令和 8 年 3 月 31 日

大子町教育委員会委員に旅澤有代さんを再任

物価高騰に係る重点支援関連等の補正予算を可決！

12 名の大子町農業委員会委員が決定

令和７年第１回臨時会

議案番号 議　　　案　　　名 結　果
報告 1 号 大子町営研修センター研修棟改修工事変更請負契約の専決処分の報告について 報 告 済

議案第１号 大子町職員の給与に関する条例及び大子町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅
費に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第２号 令和 6 年度大子町一般会計補正予算 ( 第 9 号 ) 原案可決
議案第３号 令和 6 年度大子町国民健康保険事業特別会計補正予算 ( 第 3 号 ) 原案可決
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予算・決算委員会の総括

■新年度（令和 7年度）の予算審査を終えて

■新年度（令和 7年度）の予算審査を終えて

令和７年度予算に対する各議員の意見は次のとおりです。

予算・決算委員会委員長　菊池　靖一
　令和７年度一般会計、特別会計及び企業会計予算は、過去３番目となる大型予算となった。
観光交流施設、（仮称）まちなか防災スクウェア整備事業などの継続事業の建設工事が本格的に始ま
る年度になることもあり、委員会では、これらの事業について事前に事業内容や費用の説明を受ける
場を設け、共通理解をしていた。
　新規・拡充事業について執行部から説明を受け、それらを中心に質疑が行われた。一般質問と違い
事前通告はないが、執行部の準備もよくスムーズに質疑が行われ日程通りすべての審査を終了するこ
とが出来た。
　また、新たな取組みとして委員会での採決前に各委員から今回の予算について感想を述べる機会を設けた。各自の考
えを述べることで監視機能のさらなる充実につながる。
　個人の見解としては、自主財源（３２．２％）が少ないことから補助金に頼る事業が多い傾向にあり、新規事業は
１７億円近いが、町単独事業は２割程度なので、厳しい財政事情の中で単独事業を控えざるを得ない予算編成の苦労が
見える。町債も増えていること、建物に係るランニングコストなどから、財政構造の弾力性を示す経常収支比率の動向
を注視していく必要がある。

　予算は配分バランスが大切。各課への配
分バランスのみではない。継続事業か、保
守修繕か、将来を見据えた挑戦事業なのか。
必要性をまず優先し効果を想定のうえ、目
的別にバランスよく配分しなければ予算を
執行しても町は好転しない。良い予算とは
今後は好転するかも、と予感させるものだ。
　令和７年度予算には、産業支援として農
林業や商工業へ細かな施策がある。中学校
統合による送迎事業は、補助対象となるよう配慮し、地域公
共交通との共用も視野に入れるなど、予算全般で細やかな配
慮がみられる。これは各部門からの要望は自由で、受け手側
の検証が綿密なためだろう。攻めと守りのバランスがとれた
予算と評する。

　防災面において大子町は、水害被災経

験のある自治体として（仮称）まちなか

防災スクウェア整備事業が防災力向上が

期待できる事業であると感じた。また、

帯状疱疹ワクチン接種が定期予防接種事

業として実施されることで、重症化を防

ぎ医療費削減になることについても町民

の皆様の健康で豊かな暮らしにつながると感じた。

大森勝夫 議長介川秀男
副委員長

議案番号 議　案　名 金　額 前年比
第 50 号 令和７年度大子町一般会計予算 115 億 7000 万円 11.8％
第 51 号 令和７年度大子町国民健康保険事業特別会計予算 22 億 8300 万円 △3.4％
第 52 号 令和７年度大子町後期高齢者医療特別会計予算 3 億 1430 万円 △2.7％
第 53 号 令和７年度大子町介護保険特別会計予算 25 億 3010 万円 △2.6％
第 54 号 令和７年度大子町介護サービス事業特別会計予算 1490 万円 13.6％
第 55 号 令和７年度大子町浄化槽整備事業会計予算 1 億 4956 万 3 千円 △4.7％
第 56 号 令和７年度大子町水道事業会計予算 7 億 7578 万 7 千円 △12.2％

　令和７年度当初予算（議案第５０号から議案第
５６号まで）については予算・決算委員会に付託
され、２日間にわたり審査が行われました。
　委員会及び本議会の採決の結果、すべての議
案が原案どおり可決されました。

議案第４号 令和 6 年度大子町後期高齢者医療特別会計補正予算 ( 第 2 号 ) 原案可決
議案第５号 令和 6 年度大子町介護保険特別会計補正予算 ( 第 4 号 ) 原案可決
議案第６号 令和 6 年度大子町介護サービス事業特別会計補正予算 ( 第 2 号 ) 原案可決
議案第７号 令和 6 年度大子町浄化槽整備事業会計補正予算 ( 第 2 号 ) 原案可決
議案第８号 令和 6 年度大子町水道事業会計補正予算 ( 第 2 号 ) 原案可決
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予算・決算委員会での事業概要説明風景



　昨年度から継続される事業、そして今年
度から始まる新規事業が多くある中で特に
注目したところは「防災道の駅」「ＤＸ推
進」に関連した予算組である。少子高齢化
による人口減少が続いている状態で、大子
町の未来を考えた新しい挑戦であると感じ
た。しかし、多額の予算であることから実
行することが成果ではなく、投じた金額以
上の経済効果や業務効率化を実現しなければならない。今後
も、失敗を恐れず大子町だからこそ実現できる新しい挑戦を
続けてほしいと感じた。そして、町議会議員として無駄のな
い適正な予算組と判断できるよう今後も精進していきたい。

　まちづくり、人材育成、基
盤整備など、バランスも良
く、未来につながると感じら
れる予算編成であると感じ
た。

　おくやみ窓口というワンストップサービ
スが開始され、住民サービスの向上も図ら
れている。
　猛暑対策、災害対策、物価高騰、施設の
老朽化による修繕などの歳出がかさんでいるが、補助金や交
付金などをうまく取り入れる努力もみられた。
　新規事業で「果汁化施設整備に係る基礎調査業務」がある。
近隣には加工施設がないので結果を注視していきたい。また、
町立中学校統合による教育環境の変化への対応状況について
も日々、情報を得ていきたいと思う。

　第一に子育て世代の負担の軽減を図る、
医療費、学校給食、保育所、幼稚園の無料
化の先進的な取り組みは、他の自治体の見
本であり評価する。
　第二に高齢化率は 50％を超え、町民の
所得は県下で最下位に位置する。高齢者福
祉の充実で、最も重要なのは、高齢者が元
気で長生きができる環境づくりであるが、
予算に反映されていない。
　第三に大子産の漆、楮は、取引先、専門家から高い評価を
得ている。しかし、自治体としての役割、取り組みは不充分
である。
　最後に町の現状を考えたとき、町長の言う「大胆なチャレ
ンジ」からもかけ離れている。主な事業の中でも評価出来る
ものもあるが、効果がないもの、疑問なもの、不充分なもの
がある。

　防災道の駅である ( 仮称 ) まちなか防災
スクウェア及び防災対応型交流施設の建
設や久慈川緊急治水対策プロジェクトであ
る堤防整備での強靭化計画、また松沼橋の
橋梁工事が進捗すると同時に国道１１８号
の無電柱化工事も進む中で、中心市街地の
活性化を国や県が先行して行い、町として
の賑わいづくりの創出を図る交流機能の強
化、拡充 ( 森林環境譲与税活用事業、アウ
トドア事業、ドックラン整備など ) として町内外の連携、新
たな産業の創出 (果汁化施設整備調査業務など )や育成支援 (

地域みらい留学など ) 同時に高齢者支援、福祉
向上、子育て支援など、民間をサポートし活力
につながる生活環境づくりを推進する施策が盛
り込まれ、町が刷新する姿に期待できると感じ
る。

　私が令和７年度の注目した事業は、「健
やかでやさしいだいご」の養護老人ホー
ム入所者措置費の増額です。
　養護老人ホームは、環境上生活が難し
く、経済的にも課題がある６５歳以上の
高齢者が、町の措置によって入所できる
セーフティネット施設と言えるのではな
いでしょうか。

　全国的に入所率が減少している中、町は施設に対して３９
人から４５人を見込み増額をし、措置を活用しようとしてい
る事が大子町の高齢者の安心安全を守ろうとする姿勢として
期待できるところだと思います。

　予算 • 決算委員会 ( 予算
審査 ) の終了に伴い、次の
事業に注目したい。
○大子町スポーツ合宿誘客
事業
　大子町へのスポーツ合宿
を誘致することにより、町
内施設の利用者の増加を目
指すとともに、大子町のス
ポーツ文化の活性化を図る

ことについては、スピード感をもって取り組んで
いただきたい。
○おくやみ窓口開設業務
　関係課の職員が順次おくやみ窓口に出向く方法により、御
遺族が窓口を移動することなく１か所でまとめて手続きでき
ることは町民にとってとてもありがたい。町民に分かりやす
く説明し、スムーズな運営が図られるよう努めていただきた
い。
○部活動地域移行指導員
　７月より、全ての部活動の休日における地域移行をスター
トさせる。また、将来的な平日も含めた完全移行に向け、サ
ッカーの平日移行も進める。とのことであるが、関係者との
連携を充分図り、着実な前進を期待したい。

　令和７年度の予算は、一般会計で
１１５億７千万、前年比１１．８％増と
なった。主な予算を見ると、今後、令和
８年秋のオープンを目指す観光交流施設
工事や、( 仮称 ) まちなか防災スクウェ
アの整備といった大型プロジェクトの予
算が増えた事も大きな要因と思われる。
今後、これらの事業は、大子町の観光行
政に大きく影響するものと思われる。
　我々議会は、町民皆様の意見を聞きな

がら、しっかりと進めなければならない。また、新規事業の
中で、スクールバス購入は中学校の統合により、生徒達が安
心して通学する体制づくりに欠かせないものと思える。更に、
産婦人科医師修学資金等貸与事業は、産婦人科が県内でも減
少する中、町内での産婦人科医師の確保は重要であり、今後、
期待するところである。

　令和７年度の一般会計予算は、第７
次大子町総合計画だいご未来ビジョン
２０２７の実現に向けた方向性を基本と
し、新規事業や継続拡充事業等、新たな
チャレンジや事業の成果を考慮した編成
となっている。　　
　歳入に目を向けると、国や県の交付金
をしっかり確保し、町の新規事業に繋げ
ている。が、さらなる住民サービスに取

組むためには、自由度の高い財源の確保が必要と思われ、他
市町村と比較し、ふるさと納税の寄付額の目標額を高く設定
し、重要課題とし、取組んでいく必要があると思われる。

高村和成 議員

福田祥江 議員

佐藤正弘 議員

飯村剛議 議員

根本厚子 議員

須藤　明 議員

齋藤忠一 議員

川井正人 議員
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大子町立の中学校が１校に統合されました大子町立の中学校が１校に統合されました

学校 開校した年 年数・卒業生

大子西中 平成 2 年
35年間
1478人

生 瀬 中 昭和22年
78年間
4799人

南 中 昭和51年
49年間
2075人

学校 １年 ２年 ３年 人数

大 子 中 74 90 84 248

[ 令和６年度（５月１日）生徒数 ] [ 令和７年度（４月10 日）生徒数 ]
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　４つの大子町立中学校（大子中学校、大子西中学校、生瀬中学校、南中学校）が統合され、令和７
年度から「大子中学校」１校になりました。
　統合により閉校となった３つの学校では、それぞれに閉校記念式典が挙行され、長年続いた歴史に
幕が降りました。

大子西中学校閉校記念式（令和７年３月 20 日）

生瀬中学校閉校記念式（令和７年３月 23 日）

南中学校閉校記念式（令和７年３月 22 日）

【閉校した３校の歴史】

■令和7年度からこうなりました！

■閉校記念式典

学校 １年 ２年 ３年 人数
大 子 中 74 62 64 200
大子西中 0 10 15 25
生 瀬 中 6 6 9 21
南 中 11 5 12 28



議会議場の見学会を開催します議会議場の見学会を開催します

ぜひ、お気軽にお越しください！ぜひ、お気軽にお越しください！

　町民の皆さんにもっともっと身近に議会を感じてもらおうと下記の日時に議会議場を一般開
放し議場内の見学会を開催します。
　次号では開催内容をご紹介します。

日時　５月１１日（日）　午前１０時　から　午後２時３０分まで（予定）

場所　大子町役場　議会ホール棟　１階議場

内容　・議場及び議長室内見学

　　　・議長席などで記念撮影

　　　・発言者体験

　　　・議長体験　など
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特集！中学校統合 / 議場見学会

■統合にかかる予算と支援状況

　統合にあたり、制服や体操服を新たに購入するための費用軽減策として、町では閉校する学校の生
徒（２年生及び３年生）を対象にした補助制度が用意されました。
　〔補助対象品：体操服、シューズ、冬用学生服（女子のみ）〕

〇学用品補助　　男子　25,000円以内
　　　　　　　　女子　66,000円以内

〇スクールバス購入費用　　50,000,000　円　　　（４台）

　そのほか、令和 7 年度の予算には、スクールバスの購入費用も計上されています。

　執行部（町）からは、「スクールバスが納車予定の 9 月以降は、より良い運行形態に移行できる」
といった説明がありました。



2 月、3 月、4 月は主に次のような議員活動を行いました。

議員の活動報告をします！

２月

３月

４月

・議会だより NO,220 号 発行　　〔広報委員〕
・総務経済委員会　〔委員〕
・議員と話そう会「宮川地区」　〔全議員〕
・定例全員協議会　〔全議員〕
・町村自治功労者表彰式　〔菊池議員〕
・全国町村議会広報クリニック　〔広報委員会〕
・議員と話そう会「生瀬地区」　〔全議員〕
・第 1 回定例会　〔全議員〕
・議員と話そう会「りんご部会青年部」　〔全議員〕
・議会運営委員会・全員協議会
・予算・決算委員会　〔委員〕
・中学校閉校記念式典（南中・大子西中・生瀬中）　〔議長・各議員〕
・春の交通安全街頭キャンペーン　〔議長〕
・定例全員協議会　〔全議員〕
・第２回臨時会　〔全議員〕
・広報委員会　〔委員〕
・市町村長会市町村議会議長会議　〔議長〕
・県北中央町村議会議長会総会　〔正副議長〕

※一部抜粋

　似て非なるものは「議会報告会」と「議
員と話そう会」なり。
　いろいろ聞きたいし、苦情も言いたい。
受け身で聞くだけの報告会なら行きたく
ないな、というのが本音ではないでしょ
うか。その点を改善しました。町民との
対話を重視した会が「議員と話そう会」
です。
　町民５人以上ならば議員が出向します。
会場や日時は町民の希望に合わせ、休日・
夜間でも開催します。申し込みは、知り
合いの議員または議会事務局に声をかけ
てください。話す内容が思いつかなくて
も大丈夫。議員との雑談から始めましょ
う。
　このように町民からの要望で開催する
ようになって１年が経過しました。開催

依頼も増え、議員と話そう会も浸透して
きた感があります。毎回アンケートをお
願いしていますが、こんなコメントをい
ただきました。「議員と町民の距離が縮ま
った。いろいろ話が聞ける。」これ以上な
い賛辞だと私は嬉しくなりました。目的
はそこだからです。
　直近の開催は、JA 大子町りんご部会
青年部とでした。彼らは毎月の会合で生
産技術の研鑽に励んでいます。それぞれ
農家ごとに強みを模索し、生産と運営に
あたる若き経営者たち。消毒機械や薬剤
の高騰という難局を淡々と語るけど不満
は語らない。やみくもに行政支援に頼り
切らず、可能な自己努力から踏み出す青
年の姿は清々しさを感じました。静かな
誇りに満ちた彼らとの会合を思い返すと、
林檎をかじった時の爽やかな気持ちがよ
みがえります。

つ
ぶ
や
き
議
長
大
森
勝
夫

話そう会どうでしょう？ 連 載
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議員の活動報告をします！

　大子町議会が「町村議会表彰」の 20 団体に選ばれま
した。これは、全国町村議会議長会がおこなう表彰審査
において、大子町議会の日頃の活動が認められたもので
す。
　審査結果の講評は次のとおり。
　大子町議会は「住民に開かれた議会」を意識しており、
新庁舎議場にはエレベーターも階段も使わずに入場でき
る。町内の高校生と議員と話そう会や子ども議会を開催
し主権者教育にも力を入れている。など。
　各都道府県町村議会議長から推薦された団体のうち、
23 団体（特別表彰 3 団体、表彰 20 団体）が模範とな
る議会として選ばれました。
　２月１２日、大森議長が茨城県町村議会議長会の樋下
会長から表彰を授与されました（写真右上）。
下の写真は功績を讃える記念品です。

　町議会議員として多年にわたり地方自治の振興発展に寄
与した功績により、菊池靖一議員が茨城県町村議会議長会
から自治功労者表彰を受けました。
　３月定例会の開議前に伝達式を行ない、大森議長から表
彰状が手渡されました。

　大子町議会がおこなっている「議員と話そう会」が担当
等表彰の対象事業として、高梨町長から表彰されました。
　担当等表彰とは、功績のあった各課や各事務局などに対
して、毎年度３月に町長が表彰するものです。その功績や
職員の勤務意欲の高揚と行政能率の増進に資することを目
的としています。

　自治功労表彰者受賞者者（議員在籍１２年以上）　
　　菊　池　靖　一　議員

【令和６年度表彰事務事業】
　　　・議員と話そう会（議会事務局）
　　　・緊急消防援助隊（消防本部）

■全国町村議会議長会「町村議会表彰」

■菊池靖一議員が功労者表彰を受賞

■「議員と話そう会」が担当等表彰を受けました！

全国町村議会表彰

功労者表彰（菊池靖一議員）

担当等表彰

記念品
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議員の活動報告をします！

　令和６年度は次の７団体と実施しました。皆様と
対話した内容は、「町民の意見」として、町長にお
伝えしました。
　議員と話そう会は令和７年度も引き続き実施しま
すので、希望する団体（５人以上）の方は議会事務
局（電話 ７２－１１１５）へご連絡ください。

　令和６年度「議員と話そう会」において町民の声を共有するための報告　～町長への報告～ ( 一部
抜粋 )
　この話そう会は「対話」を重視し、町民の自由な声を聞き取ることに重きを置いています。「町民か
らの厳しい声」に真摯に対峙することは、各議員が研鑽を積むことであり、その経験が大子町議会の
資質向上につながるものと考えます。蓄積された町民からの生の声は資料としての価値があり、町と
共有するため提出します。今回の資料を行政企画の一助として活用いただければ幸いと存じます。

大子町議会議長　大森　勝夫

農業委員会との意見交換会（７月）

黒沢地区女性の会との話そう会（９月）移住者との話そう会（９月）

宮川地区との話そう会（２月）大子清流高校生との話そう会（９月）

JA 大子町りんご部会青年部との話そう会（３月）生瀬地区区長及び民生委員・児童委員との
話そう会（２月）

■議員と話そう会



あん議
と き
会の質問は今？！

　議会で質問した事業が、その後どのように行われているかお知らせするコーナーです。今回
は「松沼河川敷の樹木等整備」と「ポイ捨て等防止条例の啓発」について令和６年第４回定例
会の一般質問で取上げ、その後の展開をお伝えします。

条例施行に伴い、茨城県常陸大宮土木事務所大子
工務所の協力により、３月下旬から４月上旬まで
道路情報板（国道 9 カ所）に以下の情報が掲載さ
れました。

【以前の松沼橋付近】 【現在の松沼橋付近】

【国道の道路情報板】

【あん議
と き
会の質問】

【あん議
と き
会の質問】

【そん時の回答】

【そん時の回答】

議員：池田橋から下流を見たとき、
半分あたりを過ぎると竹やぶで下流が
見えない。観光地として対処すべきと
考えるが、町の方針はあるのか。

議員：ポイ捨て等防止条例の施行に
伴い啓発活動が必要だと思う。看板設
置などの目に見える活動が必要なので
は。

執行部：久慈川緊急治水対策プロジ
ェクトの治水対策として、河川内の樹
木伐採が計画されている。松沼橋上流
部の整備は、今年度中に着手すると聞
いている。

執行部：ポイ捨て等防止の看板作成
を予定している。 また、時代の変化
に伴うデジタルサイネージや SNS な
どによる周知も考えている。

　河川敷の景観がよくなったことで、ゴミが目立つようになっては
本末転倒です！ポイ捨て等防止条例を強化する質問もありました

『大子町ポイ捨て等条例施行～
　　　ポイ捨てをなくして
　　　　　　道もまちもピカ美化』
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一般質問とは・・・
　定例会において、議員が町民の代表として、行政全般にわたり町の考え方や施策の進ちょ
く状況、将来における施策方針等をただすことです。
　また議員は、町長等の答弁を受け、疑問をただすことはもとより、町民の立場に立った事
務事業の改善や政策提言をすることも、議員の重要な権限です。

令和 7 年 第 1 回定例会

おうちで議会を視聴しよう！
　大子町では議会中継を行っていますので、スマートフォンなどを利用して自宅で議会
の様子を見ることができます。定例会や臨時会の様子を生中継するとともに、録画配信
も行っていますので、是非ご利用ください。
※一般質問者ページのＱＲコードから、質問者を検索することもできます。

ホームページから スマートフォンから大子町議会中継 クリック検索検索クリック議会中継

町政に
　ここが聞きたい！これを言いたい！

８名の議員が一般質問！！
ページ 　　質　　問　　者 　　　　　　　質　　問　　内　　容

P16 佐藤　正弘　議員
当初予算は不十分ではないのか
特産品の楮、漆の持続的発展について
自衛隊茨城地方協力本部への名簿の提出について

P17 高村　和成　議員 持続可能な産業へ向けた支援策
AI 乗合タクシーの利用促進と更なる簡素化

P18 介川　秀男　議員
日本ムービングハウスとの協定
小中学校体育館のエアコン設置について
スポーツ少年団等への支援等について

P19 菊池　靖一　議員 「ポイ捨て防止条例」運転手への周知は
米の返礼品を小規模農家から買取る仕組みを

P20 飯村　　剛　議員
町内企業への支援については
大神宮山の駐車場までの林道整備計画は
矢祭町と一体化した観光魅力発信の拡大を

P21 根本　厚子　議員
袋田の滝（トンネル）利用料の改定について
常陸国ロングトレイル看板について
AI 乗合タクシー停留所の対応について

P22 福田　祥江　議員
まいん文化ホール利用要件は
スポーツ少年団活動時の熱中症対策は
防災スクウェア遊具の選択は

P23 川井　正人　議員
高齢者を対象にした買物ツアーの実施は
認知症対策として健康マージャンへの支援は
財源確保としてネーミングライツへの取組は
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一般質問



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
佐
藤
】
当
初
予
算
は
、「
豊
か

な
資
源
を
つ
む
ぎ　
人
々
が
ゆ

た
か
に
暮
ら
し
、
訪
れ
る
ま
ち　

奥
久
慈
に
輝
く
日
本
一
幸
せ
な

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
」
に
向
け
、
重
点

施
策
の
積
極
的
な
展
開
を
は
か

る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
町

政
の
最
大
の
課
題
は
、
人
口
減

少
、
町
民
所
得
の
向
上
や
県
道
、

町
道
、
林
道
な
ど
生
活
環
境
の

整
備
で
あ
る
。
重
点
施
策
の
ポ

イ
ン
ト
を
見
る
と
「
希
望
あ
る

予
算
」
は
、
不
充
分
で
は
な
い

の
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
第
７
次

大
子
町
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
と
方
針
を
掲

げ
、
重
点
施
策
の
設
定
と
予
算

の
設
定
に
あ
た
っ
て
き
た
。
本

町
の
魅
力
や
住
み
や
す
さ
、
豊

か
さ
を
高
め
、
持
続
可
能
な
社

会
を
築
く
た
め
基
盤
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
で
、
希
望
あ
る
未

来
が
描
け
る
町
づ
く
り
に
つ
な

が
る
。

【
佐
藤
】
岐
阜
県
の
本
美
濃
和

紙
は
そ
の
原
料
は
大
子
那
須
楮

１
０
０
％
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
漆
も
品
質
の
高
さ
を
誇

っ
て
い
る
。
大
子
町
議
会
も
、

か
つ
て
美
濃
和
紙
、
浄
法
寺
漆

の
視
察
を
行
っ
て
い
る
。
楮
、

漆
の
持
続
的
発
展
の
た
め
ど
の

様
な
支
援
や
施
策
を
実
施
し
て

い
る
の
か
。

【
農
林
課
長
】
和
紙
は
、
様
々

な
文
化
財
の
修
復
に
も
使
用
さ

れ
、
伝
統
産
業
と
文
化
財
保
存

を
支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
２
年

１
月
に
、
大
子
那
須
楮
、
大
子

漆
の
生
産
技
術
と
と
も
に
町
指

定
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
支
援
に
つ
い
て
は
、

大
子
那
須
楮
保
存
会
、
大
子
漆

保
存
会
に
運
営
の
補
助
と
農
林

課
で
保
存
会
の
事
務
局
を
担
っ

て
い
る
。

【
佐
藤
】
美
濃
和
紙
、
浄
法
寺

漆
な
ど
各
自
治
体
で
支
援
を
強

化
し
て
い
る
が
、
町
の
予
算
は

い
く
ら
な
の
か
。

【
農
林
課
長
】
大
子
那
須
楮
保

存
会
、
大
子
漆
保
存
会
、
作
業

に
対
す
る
事
業
補
助
な
ど
合
計

で
90
万
円
で
あ
る
。

【
佐
藤
】
誤
っ
た
依
頼
に
基
づ

き
、
大
子
町
は
対
象
者
の
個
人

情
報
で
あ
る
名
簿
の
提
供
を
行

い
、
そ
の
後
、
町
に
地
方
長
が

訪
ね
謝
罪
と
事
情
説
明
を
行
っ

た
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
ど
の

部
署
が
名
簿
を
作
成
し
、
送
付

し
た
の
か
。

【
総
務
課
長
】
陸
上
自
衛
隊
高

等
工
科
学
校
の
生
徒
募
集
の
た

め
情
報
等
の
依
頼
が
あ
り
、
名

簿
を
作
成
し
情
報
提
供
を
行
っ

た
。
そ
の
後
、
不
適
切
な
依
頼

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
茨

城
地
方
協
力
本
部
か
ら
謝
罪
及

び
事
情
説
明
が
行
わ
れ
た
。
茨

城
地
本
の
誤
認
識
と
閲
覧
で
は

な
く
紙
媒
体
の
町
の
提
供
に
よ

っ
て
発
生
し
た
。

名
簿
は
、
総
務
課
が
担
当
し
、

直
接
手
渡
し
を
し
た
。

【
佐
藤
】
対
象
者
や
保
護
者
へ

対
応
は
。

【
総
務
課
長
】
情
報
は
所
定
の

手
続
き
で
閲
覧
で
き
る
。
対
象

者
や
保
護
者
へ
の
謝
罪
等
の
事

案
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

当
初
予
算
は
不
充
分
で
は
な
い
の
か

重
点
施
策
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
た

答 問

佐藤正弘 議員

自
衛
隊
茨
城
地
方
協

力
本
部
へ
の
名
簿
の

提
出
に
つ
い
て

特
産
品
の
楮
、
漆
の

持
続
的
発
展
に
つ
い

て

楮の天日干し

一般質問
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一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
観
光
商
工
課
長
】
茨
城
県
と

連
携
し
整
備
中
で
あ
る
「
防
災

道
の
駅
」「
奥
久
慈
里
山
ヒ
ル

ク
ラ
イ
ム
ル
ー
ト
」
等
ア
ウ
ト

ド
ア
で
の
地
域
特
性
を
活
用
し

誘
客
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
今
後
の
方
向
性
と
し
て
は
、

観
光
客
や
交
流
人
口
の
増
加
を

目
指
し
、
移
住
へ
の
展
開
へ
繋

げ
て
い
き
た
い
。

【
高
村
】
近
年
、
大
子
町
内
で

は
後
継
者
不
足
や
労
働
者
不
足

の
影
響
で
廃
業
を
す
る
企
業
が

増
え
て
い
る
。「
日
本
一
幸
せ

な
大
子
町
づ
く
り
」
に
は
町
内

産
業
の
持
続
力
を
強
化
す
る
こ

と
が
必
須
だ
と
考
え
る
。
現
在
、

国
や
県
、
町
に
お
い
て
も
様
々

な
補
助
制
度
が
あ
る
と
思
う
が
、

制
度
の
告
知
や
そ
の
利
用
支
援

の
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
商
工
業
の

部
門
に
関
し
て
は
、「
事
業
の

創
業
」「
事
業
承
継
」「
人
材
育

成
」
等
、
様
々
な
補
助
制
度
の

措
置
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

【
農
林
課
長
】
農
林
業
の
部
門

で
は
「
遊
休
農
地
活
用
事
業
」

「
イ
ン
フ
ラ
周
辺
等
森
林
整
備

事
業
」「
認
定
農
業
者
育
成
支

援
事
業
」
等
が
あ
る
。
い
ず
れ

も
広
報
だ
い
ご
等
を
通
し
て
制

度
の
更
な
る
周
知
を
図
る
。

【
高
村
】
多
く
の
補
助
制
度
が

あ
る
中
で
、
ど
の
制
度
が
自
身

に
適
し
て
い
る
の
か
分
か
り
や

す
く
支
援
で
き
な
い
も
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
大
子
町
商

工
会
と
協
力
・
連
携
を
図
り
、

適
し
た
活
用
が
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

【
高
村
】
Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｕ
タ
ー

ン
で
後
継
者
が
見
つ
か
り
事
業

を
引
継
い
で
も
当
然
利
益
が
出

な
け
れ
ば
廃
業
と
な
っ
て
し
ま

う
と
思
う
。
利
益
を
伸
ば
す
た

め
の
販
路
拡
大
や
輸
出
の
支
援

を
町
で
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
令
和
５
年

か
ら
「
ジ
ェ
ト
ロ
茨
城
」「
関

東
経
済
産
業
局
」
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
販
路
開
拓
勉
強
会

を
開
催
し
て
い
る
。
今
後
も
町

内
業
者
か
ら
意
見
を
聞
き
適
切

な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

【
高
村
】
観
光
等
の
内
需
で
運

営
す
る
企
業
も
い
る
か
と
思
う

が
、
昨
今
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
国

内
需
要
が
大
き
く
、
今
後
も
続

く
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
は
一
部

の
地
域
で
し
か
な
い
。
大
子
町

は
観
光
の
町
で
も
あ
る
た
め
是

非
と
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
需
要

を
獲
得
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

町
と
し
て
の
観
光
客
増
加
へ
向

け
た
対
策
と
今
後
の
方
針
は
。

【
高
村
】
Ａ
Ｉ
乗
合
タ
ク
シ

ー
が
運
行
さ
れ
約
４
年
が

た
と
う
と
し
て
い
る
。
そ

の
間
に
利
用
幅
拡
大
の
た

め
、
予
約
シ
ス
テ
ム
の
簡

素
化
や
増
車
が
実
施
さ
れ

た
。
現
在
の
利
用
状
況
は

ど
う
か
。
ま
た
、
現
時
点

で
の
問
題
点
は
あ
る
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
こ
れ
ま

で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等

用
促
進
の
取
り
組
み
を
進
め
て

き
た
。
町
内
外
の
利
用
者
が
拡

大
し
て
い
る
と
実
感
し
て
い
る
。

課
題
と
し
て
は
夜
間
運
行
で
あ

る
。
現
在
１
台
体
制
で
運
航
し

て
い
る
た
め
、
予
約
時
間
が
重

な
る
こ
と
で
希
望
の
時
間
に
利

用
で
き
な
い
状
況
が
発
生
し
て

お
り
、
運
行
事
業
者
と
相
談
を

し
て
い
る
。

【
高
村
】
予
約
シ
ス
テ
ム
に
関

し
て
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取

る
だ
け
で
予
約
で
き
る
等
更
な

る
簡
素
化
は
可
能
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
で
の
予
約
に
は
対
応
し
て

い
な
い
が
、
シ
ス
テ
ム
運
営
会

社
に
は
利
用
す
る
方
に
も
優
し

い
シ
ス
テ
ム
と
な
る
よ
う
要
望

し
て
い
る
。

持
続
可
能
な
産
業
へ
向
け
た
支
援
策

支
援
策
制
度
の
周
知
と
拡
充
を
行
う

高村和成 議員

答 問

A
I
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
利
用
促
進
と
更
な
る

簡
素
化

後継者を募集する大子町の支援サイト

茨城アフターＤＣ

来日時によく参考にされる観光サイト
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【
介
川
】
地
方
自
治
体
と
移
動

式
住
宅
を
展
開
す
る
日
本
ム
ー

ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
協
会
と
の
防
災

協
定
が
、
災
害
時
の
準
備
と
し

て
各
地
で
結
ば
れ
て
い
る
。
令

和
６
年
１
月
の
能
登
半
島
地
震

の
際
に
は
、
こ
の
ム
ー
ビ
ン
グ

ハ
ウ
ス
が
実
際
に
仮
設
住
宅
と

し
て
使
用
さ
れ
、
プ
レ
ハ
ブ
住

宅
に
比
べ
住
み
や
す
く
、
設
置
、

解
体
、
撤
去
の
費
用
が
低
予
算

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
高
い
評

価
を
得
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も

協
会
と
の
防
災
協
定
を
結
ぶ
べ

き
だ
と
思
う
が
、
町
と
し
て
協

会
と
の
防
災
協
定
を
結
ぶ
考
え

が
あ
る
の
か
伺
う
。

【
総
務
課
長
】
令
和
元
年
東
日

本
台
風
の
災
害
の
際
に
は
、
町

と
し
て
町
営
研
修
セ
ン
タ
ー
・

県
整
備
の
建
設
型
の
仮
設
住
宅

を
利
用
し
て
、
被
災
者
が
生
活

で
き
る
ま
で
の
居
住
地
を
確
保

し
た
が
、
被
災
者
の
気
持
ち
を

考
え
る
と
使
用
期
間
に
限
り
が

あ
る
町
営
研
修
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
利
用
す
る
こ
と
に
気
が
進
ま

な
い
方
も
い
る
と
推
察
し
て
い

る
。
質
問
に
あ
る
こ
の
ム
ー
ビ

ン
グ
ハ
ウ
ス
は
す
で
に
ト
イ

レ
・
ベ
ッ
ド
な
ど
が
設
置
済
み

の
移
動
式
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
で

あ
る
。
町
と
し
て
は
こ
の
協
会

と
の
協
定
締
結
に
向

け
現
在
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

【
介
川
】
町
の
小
中
学
校
体
育

館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
に
つ

い
て
、
令
和
６
年
第
２
回
定
例

会
で
も
質
問
し
た
が
こ
の
時
に

は
大
子
中
学
校
体
育
館
に
は
ス

ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
が
設
置
済
み
、

ほ
か
３
つ
の
中
学
校
体
育
館
に

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
設
置
予
定

と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
令
和
７

年
度
か
ら
中
学
校
が
一
つ
に
統

合
と
な
り
状
況
も
変
わ
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
町
内
小
中
学
校
体

育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い

て
今
後
の
町
の
考
え
を
伺
う
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
体

育
の
授
業
や
部
活
動
な
ど
で
使

用
さ
れ
る
体
育
館
へ
の
空
調
設

備
設
置
に
つ
い
て
は
、
児
童
・

生
徒
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
も

重
要
で
あ
り
、
災
害
発
生
時
に

は
地
域
の
避
難
所
と
し
て
の
利

用
も
想
定
さ
れ
る
た
め
防
災
機

能
強
化
の
観
点
か
ら
も
望
ま
し

い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
今

年
度
に
お
い
て
は
、
町
内
４
つ

の
中
学
校
へ
１
台
ず
つ
持
ち
運

び
可
能
な
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
―

を
リ
ー
ス
契
約
で
夏
場
の
３
か

月
間
設
置
し
た
。
ま
た
、
町
の

全
て
の
小
中
学
校
体
育
館
は
断

熱
化
が
さ
れ
て
お
ら
ず
空
調
設

備
設
置
の
際
に
は
断
熱
化
工
事

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
た
め
、

空
調
設
備
設
置
に
つ
い
て
は
断

熱
化
工
事
も
含
め
今
後
、調
査
・

研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

【
介
川
】
町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
な
ど
に
対
し
て
町
か
ら
ど
う

い
っ
た
支
援
・
サ
ポ
ー
ト
が
さ

れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
及
び
各

少
年
団
に
対
し
て
は
、
補
助
金

の
交
付
・
施
設
使
用
料
の
補
助
・

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
登
録

事
務
・
指
導
者
等
の
ス
ポ
ー
ツ

保
険
加
入
の
事
務
・
団
員
及
び

指
導
者
に
対
す
る
研
修
会
の
実

施
・
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
・

茨
城
ロ
ボ
ッ
ツ
に
対
す
る
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
応
援
事
業
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

【
介
川
】
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
以

外
に
も
各
種
団
体
が
学
校
・
公

共
施
設
の
体
育
館
を
練
習
拠
点

と
し
て
い
る
。
体
育
館
の
夏
場

の
暑
さ
対
策
と
し
て
町
の
対
応

を
伺
う
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
各

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
判
断
で
練

習
時
間
を
夜
間
に
変
更
し
た
り
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー
の
備

品
の
大
型
扇
風
機
の
貸
出
し
を

し
て
い
る
ほ
か
、
茨
城
県
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
か
ら
送
付
さ
れ
る

熱
中
症
対
策
の
メ
ー
ル
を
各
指

導
者
へ
送
り
注
意
を
う
な
が
し

て
い
る
。

日
本
ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
と
の
協
定

協
定
締
結
に
向
け
て
準
備
中

答 問

介川秀男 議員

小
中
学
校
体
育
館
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等

へ
の
支
援
等
に
つ
い

て
小中学校体育館へのエアコン設置
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な
っ
て
い
る
。
全
商
品
に
占
め

る
比
率
で
も
約
２
割
か
ら
約
４

割
へ
と
増
加
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

【
菊
池
】
お
米
コ
ン
テ
ス
ト
で

た
く
さ
ん
の
方
が
素
晴
ら
し
い

賞
を
受
賞
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る

こ
と
も
人
気
が
高
い
こ
と
に
繋

が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
米
の
在
庫
量
の
確
保
に
は
、

小
規
模
農
家
か
ら
返
礼
品
と
し

て
買
い
入
れ
る
仕
組
み
を
つ
く

り
、
共
同
で
取
り
組
む
地
域
や

団
体
に
は
、
農
業
機
械
の
購
入

補
助
も
町
独
自
の
施
策
と
し
て

考
え
れ
ば
、
耕
作
放
棄
地
を
増

や
さ
ず
納
税
額
を
増
や
す
対
策

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

【
農
林
課
長
】
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
が
進
行
す
る
中
で
、
農

業
機
械
の
活
用
に
よ
る
作
業
の

省
力
化
、
効
率
化
は
農
地
の
保

全
や
農
業
の
安
定
経
営
に
と
っ

て
も
重
要
な
こ
と
と
考
え
る
。

　

機
械
購
入
が
で
き
る
既
存
の

制
度
と
し
て
、
儲
か
る
産
地
支

援
事
業
・
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業
が
あ
り
、
好
評
な
事

業
な
の
で
活
用
の
推
進
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

【
菊
池
】
大
子
町
ポ
イ
捨
て
等

防
止
条
例
が
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
条
例
の
周
知
に
つ
い
て
考
え

て
い
る
こ
と
は
。

【
生
活
環
境
課
長
】
茨
城
県
が

管
理
し
て
い
る
道
路
情
報
板
が

国
道
上
に
あ
る
の
で
、
デ
ジ
タ

ル
機
器
で
の
周
知
掲
載
を
し
た

い
と
考
え
、
現
在
大
子
工
務
所

と
掲
載
内
容
及
び
期
間
の
調
整

等
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ド

ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
町
内

外
に
わ
た
り
広
く
周
知
を
図
り

町
民
や
町
を
訪
れ
る
方
の
ポ
イ

捨
て
防
止
に
関
す
る
意
識
向
上

に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

【
菊
池
】
文
字
数
に
限
り
が
あ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
表
示
を
考

え
て
い
る
か
。

【
生
活
環
境
課
長
】
文
字
盤
に

は
、
７
文
字
が
２
列
で
14
文
字

が
表
示
出
来
る
。
５
秒
後
に
ま

た
14
文
字
に
切
り
替
え
ら
れ
る

機
能
が
あ
る
の
で
、
１
枚
目
に

条
例
、
２
枚
目
に
ご
み
の
ポ
イ

捨
て
を
な
く
し
て
、
道
も
町
も

き
れ
い
に
と
い
っ
た
内
容
を
検

討
し
て
い
る
。

【
菊
池
】
12
月
に
ふ
る
さ
と
納

税
の
寄
附
額
を
増
や
す
こ
と
に

つ
い
て
質
問
を
し
た
。
米
、
り

ん
ご
、
常
陸
牛
、
奥
久
慈
し
ゃ

も
が
人
気
の
高
い
品
目
で
あ
る

が
、
在
庫
の
確
保
が
課
題
で
あ

る
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

米
の
状
況
は
ど
う
か
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

昨
年
の
夏
か
ら
続
く

米
価
の
高
騰
を
受
け
、

大
子
町
で
も
米
の
寄

附
件
数
の
増
加
傾
向

が
続
い
て
い
る
。

昨
年
度
の
３
５
０
件

か
ら
今
年
度
２
月
ま

で
で
は
、
８
２
９
件

と
２
倍
強
の
伸
び
と

【
菊
池
】
機
械
が
駄
目
に
な
っ

た
ら
米
作
り
も
や
め
よ
う
と
考

え
る
小
規
模
農
家
に
と
っ
て
は
、

国
や
県
の
補
助
事
業
は
、
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
感
じ
る
。
中
古
機

械
で
も
補
助
金
が
出
る
よ
う
な

町
独
自
の
施
策
が
出
来
な
い
か
。

【
町
長
】
ふ
る
さ
と
納
税
も
米

の
在
庫
切
れ
と
同
時
に
実
績
が

若
干
鈍
化
し
た
。
地
元
の
生
産

者
の
方
が
も
う
少
し
多
く
生
産

し
て
く
れ
る
と
納
税
額
に
も
大

き
く
影
響
し
て
く
る
と
考
え
る
。

必
要
な
時
に
機
械
を
貸
し
出
す

と
か
、
必
要
な
地
域
で
共
有
し

て
使
う
と
い
う
の
は
管
理
の
問

題
も
あ
る
の
で
、
研
究
す
る
時

間
を
頂
き
、
小
規
模
で
も
農
業

を
続
け
て
い
け
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
を
考
え
て
い
き
た
い
。

「
ポ
イ
捨
て
防
止
条
例
」
運
転
手
へ
の
周
知
は

国
道
上
に
あ
る
道
路
情
報
板
に
掲
載

菊池靖一 議員

答 問

米
の
返
礼
品
を
小
規
模

農
家
か
ら
買
取
る
仕
組

み
を道路情報板で運転手への条例施行周知
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【
飯
村
】
経
済
産
業
省
連
携
事

業
と
し
て
商
工
会
と
町
の
主
催

で
実
施
し
た
「
成
田
市
公
設
地

方
卸
売
市
場
」
の
視
察
調
査
の

目
的
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
農
水
物
の

加
工
や
海
外
輸
出
に
関
わ
る
取

組
を
実
際
に
見
学
し
販
路
開
拓

へ
の
イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む
た
め

実
施
し
た
。

【
飯
村
】
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客

を
意
識
し
た
農
産
品
の
開
発
に

つ
い
て
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
り
ん
ご
ジ

ュ
ー
ス
加
工
を
検
討
す
る
為
、

令
和
７
年
度
当
初
予
算
に
「
果

汁
化
施
設
整
備
に
係
る
基
礎
調

査
業
務
」
を
計
上
し
た
。

【
飯
村
】
大
神
宮
山
頂
上
の
景

観
整
備
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

【
農
林
課
長
】
身
近
な
み
ど
り

整
備
推
進
事
業
の
実
施
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
整
備
を
進
め

て
い
る
。
３
月
17
日
ま
で
に
は

完
了
す
る
予
定
。

【
飯
村
】
駐
車
場
が
山
頂
付
近

に
整
備
さ
れ
た
目
的
と
は
。

【
農
林
課
長
】
平
成
６
年
度
よ

り
豊
か
な
森
林
づ
く
り
事
業
の

一
環
と
し
て
整
備
さ
れ
た
（
森

林
整
備
・
作
業
路
・
駐
車
場
・

林
内
歩
道
・
野
生
生
物
観
察
施

設
・
標
識
類
）
も
の
で
あ
る
。

【
飯
村
】
老
朽
化
に
よ
り
撤
去

さ
れ
た
観
察
施
設
の
再
興
は
あ

る
の
か
。

【
農
林
課
長
】
ベ
ン
チ
は
設
置

し
た
。
展
望
施
設
は
検
討
し
て

い
き
た
い
気
持
ち
は
あ
る
。

【
飯
村
】
駐
車
場
ま
で
の
林
道

整
備
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
。

【
建
設
課
長
】
来
年
度
当
初
予

算
に
計
上
。
測
量
設
計
を
実
施

し
た
未
舗
装
路
区
間
の
損
傷
が

激
し
い
約
３
０
０
ｍ
の
う
ち
、

道
路
横
断
溝
等
構
造
物
の
設
置

が
多
い
１
０
８
・
８
ｍ
の
改
良

舗
装
を
予
定
し
て
い
る
。

【
飯
村
】
ス
ム
ー
ズ
に
登
れ
る

よ
う
に
な
れ
ば
新
た
な
観
光
場

所
に
な
る
。
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

と
ハ
イ
キ
ン
グ
と
関
連
し
た
案

内
は
行
っ
て
い
く
の
か
。

【
観
光
商
工
課
長
】
ロ
ン
グ
ト

レ
イ
ル
コ
ー
ス
案
と
し
て
「
Ｊ

Ｒ
水
郡
線
下
野
宮
駅
か
ら
奥

州
街
道
七
曲
（
新
追
加
）、
そ

し
て
大
神
宮
山
、
八
溝
山
頂
、

奥
久
慈
茶
の
里
公
園
」
を
通

る
コ
ー
ス
が
示
さ
れ
て
い
る
。

正
式
に
開
通
し
た
際
に
は
現

状
の
コ
ー
ス
同
様
、
県
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
含
む
登
山
愛
好
家

に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い

き
た
い
。

【
飯
村
】
矢
祭
町
と
の
観
光
振

興
連
携
協
定
の
事
項
内
容
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
情
報
共
有
・

イ
ベ
ン
ト
連
携
・
受
入
れ
環
境

整
備
・
水
郡
線
や
自
転
車
活
用

の
促
進
・
職
員
等
の
交
流
推
進

な
ど
目
的
達
成
の
連
携
が
協
定

事
項
内
容
で
あ
る
。

【
飯
村
】
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
の
県
境
に
か
け
て
も
っ
と
分

か
り
や
す
い
案
内
を
し
て
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
水
郡
線
サ

イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
事
業
と
組
合

せ
統
一
感
を
も
っ
て
考
え
る
。

【
飯
村
】
今
後
の
観
光
振
興
発

展
の
た
め
の
考
え
は
。

【
観
光
商
工
課
長
】
自
転
車
周

遊
コ
ー
ス
の
研
究
、
茨
城
・
福

島
、
両
空
港
の
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
つ
つ
、
首
都
圏
観
光
客
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
な
げ
て
い

く
よ
う
両
町
の
観
光
資
源
を
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
。
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町
内
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は

継
続
的
に
先
進
地
視
察
を
実
施
す
る

答 問

飯村　剛 議員

大
神
宮
山
の
駐
車
場
ま

で
の
林
道
整
備
計
画
は

矢
祭
町
と
一
体
化
し
た

観
光
魅
力
発
信
の
拡
大

を

一般質問

大神宮山頂（整備前の景観）

身近なみどり整備推進事業により、
見事な景観に蘇った（整備後）



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
根
本
】
観
光
客
が
行
き
た
い

観
光
地
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
も

必
要
で
あ
る
。

今
回
の
改
定
に
つ
い
て
町
長
か

ら
一
言
観
光
事
業
者
に
話
を
い

た
だ
け
な
い
か
。

【
町
長
】
失
敗
を
恐
れ
ず
、
進

め
る
べ
く
方
向
に
、
皆
さ
ん
と

協
力
し
合
っ
て
い
く
べ
き
問
題

で
あ
る
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

【
根
本
】
生
瀬
富
士
か
ら
茨
城

ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
の
人
気
ル
ー
ト

へ
の
情
報
が
第
一
駐
車
場
に
設

置
の
常
陸
国
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

看
板
内
に
記
入
さ
れ
て
い
な
い

が
今
後
を
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
人
気
の

ル
ー
ト
で
入
山
者
も

増
加
し
て
い
る
の
で
、

登
山
に
お
け
る
道
迷

い
、
事
故
防
止
等
の

観
点
か
ら
整
備
を
検

討
し
た
い
。

【
根
本
】
ト
ン
ネ
ル
利
用
料
金

な
ど
に
関
す
る
条
例
を
改
正
す

る
提
案
は
、
不
景
気
や
物
価
高

騰
の
中
、
観
光
客
も
減
少
し
観

光
業
に
関
わ
る
事
業
者
は
不
安

を
感
じ
て
い
る
。
何
故
改
定
す

る
の
か
理
由
と
内
容
を
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
観
瀑
施
設

の
魅
力
向
上
及
び
町
有
施
設
の

老
朽
化
へ
の
対
応
や
町
観
光

費
支
出
が
増
加
傾
向
に
あ
る

中
、
県
の
類
似
施
設
な
ど
の

料
金
改
定
を
考
慮
し
、
受
益

者
で
あ
る
観
光
客
に
対
し
て

負
担
を
求
め
条
例
改
定
を
行

う
。

個
人
料
金
は
、
大
人
３
０
０

円
を
５
０
０
円
、
子
供
１
５
０

円
を
３
０
０
円
と
し
団
体
料
金

も
値
上
げ
す
る
。
滞
在
長
時
間

化
を
図
る
た
め
、
当
日
に
限
り
、

複
数
回
入
場
が
可
能
と
し
、
団

体
人
数
は
引
き
下
げ
る
。

観
光
関
係
者
へ
周
知
し
、
本
年

７
月
１
日
か
ら
の
施
行
を
予
定
。

【
根
本
】
滝
の
入
場
料
は
、
管

理
者
で
あ
る
大
子
町
振
興
公
社

か
ら
町
の
一
般
財
源
に
入
り
、

町
の
観
光
振
興
に
使
わ
れ
て
い

る
が
主
な
充
当
先
を
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
町
の
観
光

費
と
大
子
町
観
光
振
興
基
金
が

充
当
先
で
、
大
子
町
内
の
観
光

資
源
を
維
持
す
る
た
め
に
観
瀑

施
設
利
用
料
が
果
す
役
割
は
大

き
い
。

【
根
本
】
直
近
４
年
間
の
充
当

状
況
は
、
利
用
料
合
計
3.9
億
円

に
対
し
袋
田
地
域
の
投
資
は
約

4.5
億
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
秋

の
だ
い
ご
美
や
大
子
町
観
光
協

会
へ
の
充
当
も
あ
る
な
か
、
地

方
債
償
還
金
へ
多
額
が
充
て
ら

れ
て
い
る
内
容
を
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
第
２
観
瀑

台
の
設
置
工
事
や
文
化
福
祉
会

館
ま
い
ん
建
設
に
つ
い
て
地
方

債
を
償
還
し
、
令
和
４
年
で
完

済
し
た
。

【
根
本
】
今
後
の
大
子
町
の
観

光
、
袋
田
の
観
光
を
伺
う
。

【
観
光
商
工
課
長
】
町
全
体
と

し
て
は
「
ゆ
た
か
で
に
ぎ
わ
い

あ
ふ
れ
る
D
A
I
G
O
」
に

向
け
て
、
観
光
客
数
の
回
復
と

増
加
、
移
住
へ
の
展
開
を
図
る
。

袋
田
に
つ
い
て
は
、
官
民
連
携

し
知
恵
を
出
し
合
い
魅
力
の
創

造
と
発
信
が
大
切
で
あ
る
。

【
根
本
】
Ａ
Ｉ
乗
合
タ
ク
シ
ー

停
留
所
が
遠
い
町
民
へ
の
対
応

が
あ
れ
ば
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
現
在
、

停
留
所
の
増
設
要
望
を
受
け
、

随
時
増
や
し
て
い
る
。

Ａ
Ｉ
乗
合
タ
ク
シ
ー
停

留
所
の
対
応
に
つ
い
て
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一般質問

袋
田
の
滝
利
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

魅
力
向
上
及
び
施
設
老
朽
化
へ
充
当

根本厚子 議員

答 問

AI乗合タクシー
常陸国ロングトレイル看板

袋田の滝入場券

常
陸
国
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
看
板
に
つ
い
て



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
福
田
】
大
子
町
文
化
福
祉
会

館
ま
い
ん
の
文
化
ホ
ー
ル
は
、

条
例
や
施
行
規
則
で
は
利
用
人

数
の
制
限
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

人
数
要
件
に
つ
い
て
伺
う
。

【
福
祉
課
長
】
平
成
22
年
度
の

開
館
当
初
、
町
か
ら
指
定
管
理

者
に
対
し
「
利
用
見
込
み
人
員

が
１
０
０
人
未
満
で
あ
る
と
き

は
利
用
の
許
可
を
与
え
な
い
こ

と
と
し
て
差
し
支
え
な
い
」
と

の
通
知
を
発
出
し
て
い
る
。
理

由
と
し
て
は
、
管
理
上
の
支
障

と
費
用
対
効
果
で
あ
る
。

【
福
田
】
１
０
０
人
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
。
利
用
料
を
払
っ
て

も
利
用
し
た
い
人
も
い
る
と
思

わ
れ
る
。
常
陸
大
宮
市
の
ロ
ゼ

ホ
ー
ル
や
常
陸
太
田
市
の
パ
ル

テ
ィ
ホ
ー
ル
の
状
況
を
調
べ
た

が
、
平
日
・
休
日
の
料
金
、
入

場
料
を
取
る
場
合
と
取
ら
な
い

場
合
の
料
金
、
宣
伝
や
販
売
目

的
で
の
料
金
、
ま
た
備
品
の
利

用
料
な
ど
細
か
く
設
定
さ
れ
、

と
て
も
明
確
で
、
利
用
し
た
い

人
に
広
く
開
か
れ
て
い
る
印
象

で
あ
る
。
さ
ら
に
パ
ル
テ
ィ
ホ

ー
ル
で
は
練
習
に
使
用
す
る
時

の
料
金
設
定
も
あ
る
が
、
大
子

町
で
は
練
習
利
用
は
認
め
ら
れ

て
い
な
い
。
開
館
当
初
と
は
時

代
背
景
も
光
熱
水
費
も
異
な
り
、

町
内
施
設
の
状
況
も
変
わ
っ
て

い
る
。
適
正
な
料
金
と
利
用
要

件
に
見
直
し
、
開
か
れ
た
施
設

に
す
る
こ
と
で
利
用
料
収
入
が

持
続
可
能
性
に
繋
が
る
と
思
う

が
町
の
考
え
を
伺
う
。

【
福
祉
課
長
】
開
館
か
ら
年
数

が
経
ち
、
現
状
に
即
し
て
い
な

い
部
分
も
あ
る
。
近
隣
市
町
村

の
状
況
を
調
査
し
、
改
善
す
る

方
向
で
考
え
た
い
。

【
福
田
】
総
務
省
に
よ
る
と
令

和
６
年
５
月
か
ら
９
月
の
熱
中

症
に
よ
る
救
急
搬
送
者
数
が
調

査
開
始
以
降
最
多
で
あ
っ
た
。

救
急
車
を
利
用
し
な
い
患
者
を

入
れ
る
と
更
に
多
い
と
推
測
で

き
る
。
運
動
時
は
筋
肉
の
収
縮

に
伴
う
熱
産
生
量
が
安
静
時
の

10
か
ら
15
倍
に
な
る
。
ま
た
子

ど
も
の
発
汗
機
能
は
未
熟
で
あ

る
。
そ
こ
で
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

活
動
時
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
日

本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
定
め
る
熱

中
症
５
か
条
及
び
熱
中
症
予
防

運
動
指
針
の
基
準
を
推
奨
し
て

い
る
。
各
団
の
判
断
に
お
い
て

対
応
し
て
い
る
も
の
と
思
っ
て

い
る
。

【
福
田
】
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

の
熱
中
症
対
策
は
さ
ら
に
詳
細

に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
当
町
の

注
意
喚
起
、
啓
発
は
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
県

ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
県
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
本
部
な
ど
か
ら
提
供
さ

れ
る
情
報
を
指
導
者
に
送
付
し

て
い
る
。
夏
に
開
催
さ
れ
る
大

会
は
、
熱
中
症
対
策
を
必
ず
行

う
事
を
条
件
に
し
て
後
援
や
共

催
を
承
認
し
て
い
る
。

【
福
田
】
ま
ち
な
か
防
災
ス
ク

ウ
ェ
ア
の
概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

【
建
設
課
長
】
雨
水
を
一
時
的

に
溜
め
る
機
能
を
有
す
る
全
天

候
型
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
遊
具

を
設
置
し
た
ち
び
っ
子
広
場
、

ス
ケ
ボ
ー
広
場
の
整
備
を
予
定

し
て
い
る
。

【
福
田
】
今
後
、
町
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
場
所
で
あ
る
。
設
置

遊
具
は
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

も
一
緒
に
遊
べ
る
「
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
遊
具
」
や
大
人
が
使
用

す
る
「
健
康
遊
具
」
な
ど
を
検

討
で
き
な
い
か
。

【
建
設
課
長
】
ス
ペ
ー
ス
、
安

全
性
、
予
算
な
ど
多
面
的
な
視

点
で
考
え
、
設
計
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
時
点
で

は
ブ
ラ
ン
コ
や
滑
り
台
を
考
え

て
い
る
。

防
災
ス
ク
ウ
ェ
ア
遊
具

の
選
択
は
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一般質問

ま
い
ん
文
化
ホ
ー
ル
利
用
要
件
は

近
隣
市
町
村
の
状
況
を
調
査
・
検
討

福田祥江 議員

答 問

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動

時
の
熱
中
症
対
策
は

文化ホール利用人数要件の見直しを

厳密に定められている
日本サッカー協会の熱中症対策



一般質問の内容は、質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

【
川
井
】
高
齢
化
が
進
ん
で
い

く
中
で
、
ど
う
す
れ
ば
高
齢
に

な
っ
て
も
生
き
が
い
を
も
っ
て

豊
か
で
幸
せ
な
人
生
が
送
れ
る

の
か
、
そ
の
た
め
に
は
ど
ん
な

高
齢
者
福
祉
施
策
が
必
要
な
の

か
、
ま
た
、
高
齢
者
が
求
め
て

い
る
施
策
は
何
な
の
か
、
高
齢

者
の
立
場
に
立
っ
た
施
策
を
考

え
進
め
る
事
が
重
要
で
あ
る
。

高
齢
者
福
祉
施
策
の
一
つ
と
し

て
、
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
買

物
ツ
ア
ー
等
の
実
施
は
、
健
康

促
進
等
様
々
な
効
果
が
期
待
で

き
る
。
町
の
考
え
を
伺
う
。

【
福
祉
課
長
】
Ａ
Ｉ
乗
合
タ
ク

シ
ー
た
く
ま
る
の
乗
り
方
教
室

と
併
せ
て
行
っ
た
買
物
ツ
ア
ー

を
今
年
度
２
日
間
で
４
回
実
施

し
た
。
近
年
、
各
自
治
体
で
免

許
証
の
返
納
等
に
よ
り
移
動
手

段
の
な
い
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
買
物
送
迎
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ

ー
ト
し
て
い
る
。
買
物
ツ
ア
ー

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ど
の

よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
研

究
し
て
い
く
。

【
川
井
】
買
物
ツ
ア
ー
等
を
実

施
す
れ
ば
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
へ
の
日
常
に
変
化
を
与
え
、

生
活
支
援
と
し
て
も
、
ま
た
見

守
り
や
健
康
年
齢
の
維
持
に
つ

い
て
も
貢
献
で
き
る
。
町
と
し

て
、
買
い
物
ツ
ア
ー
等
を
通
し

て
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

生
活
に
活
力
を
与
え
、
仲
間
づ

く
り
や
見
守
り
、
健
康
年
齢
の

維
持
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
て

い
る
の
か
を
伺
う
。

【
福
祉
課
長
】
自
分
で
好
き
な

も
の
を
選
ん
だ
り
と
、
個
人
に

あ
っ
た
買
物
も
考
え
ら
れ
る
。

ツ
ア
ー
あ
り
き
で
は
な
く
、
個

人
的
な
買
物
手
段
と
し
て
、
タ

ク
シ
ー
助
成
金
や
Ａ
Ｉ
乗
合
タ

ク
シ
ー
を
活
用
し
て
80
代
の
方

も
元
気
で
買
物
が
で
き
る
よ
う
、

予
防
事
業
に
も
力
を
入
れ
、
元

気
で
暮
ら
し
て
も
ら
う
た
め
の

努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

【
川
井
】
認
知
症
対
策
や
趣
味

等
を
活
か
し
た
交
流
事
業
と
し

て
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
が
実
施

さ
れ
た
。
申
込
者
が
多
数
で
専

用
テ
ー
ブ
ル
等
が
間
に
合
わ
な

く
多
く
の
方
に
お
断
り
を
し
た
。

高
齢
者
福
祉
施
策
の
一
つ
と
し

て
、
町
が
支
援
す
る
価
値
は
十

分
あ
る
と
思
う
が
、
町
の
考
え

を
伺
う
。

【
福
祉
課
長
】
経
験
者
、
未
経

験
者
と
も
に
好
評
で
続
け
て
ほ

し
い
と
の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ

た
。
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
活
用

し
た
集
い
の
場
を
開
設
す
る
こ

と
に
よ
り
、
社
会
参
加
や
生
き

が
い
づ
く
り
の
一
助
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。
介
護
予
防
の
観
点

か
ら
も
効
果
的
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
を
取
っ
て
い
き
た
い
。

【
川
井
】
町
の
財
源
確
保
に
つ

い
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
し
か
り
、

町
と
し
て
自
由
度
が
高
い
財
源

を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
財
源
を
確
保
す

る
た
め
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
い
う
制

度
が
あ
る
。
公
共
の
施
設
な
ど

の
命
名
権
を
企
業
に
買
っ
て
も

ら
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
一
つ

の
手
法
と
し
て
、
町
の
歳
入
増

加
に
貢
献
す
る
と
思
う
が
、
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
取
り
組
ん

で
い
く
意
向
が
あ
る
か
伺
う
。

【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
は
新
た
な
財

源
確
保
や
町
有
施
設
の
魅
力
向

上
を
図
る
上
で
有
効
な
手
法
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
制
度
の
導
入
に
当
た
っ

て
は
、
ま
ず
は
民
間
事
業
者
の

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

財
源
確
保
と
し
て

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

へ
の
取
組
は
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高
齢
者
を
対
象
に
し
た
買
物
ツ
ア
ー
の
実
施
は

ど
の
様
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
調
査
す
る

川井正人 議員

答 問

認
知
症
対
策
と
し
て

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
へ

の
支
援
は

買い物ツアー、買い物は楽しい！
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わ
く
わ
く
わわ
くく

―
大
子
っ
子
の
夢
、
応
援
し
て
い
ま
す
―

わわ
た
し
の

た
し
の
夢夢

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
世
界

中
の
人
々
に
感
動
を
与
え
る

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
る
こ
と
で

す
。
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
視
覚

的
な
美
し
さ
だ
け
で
な
く
、

機
能
性
や
人
々
の
心
に
響
く

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
る
力
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
特

に
、
グ
ラ
ッ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
や
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ

ン
に
興
味
が
あ
り
、
日
常
生

活
を
豊
か
に
す
る
製
品
や
サ

ー
ビ
ス
を
創
り
出
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
大
学
で
は

デ
ザ
イ
ン
の
基
本
技
術
を
学

び
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
じ
て
実
践
的
な
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
た
い
で
す
。

将
来
的
に
は
、
自
分
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
形
に
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
他
の
ク
リ
エ
イ
タ

ー
と
も
協
力
し
て
新
し
い
価

値
を
生
み
出
す
仕
事
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
の

作
品
を
人
々
の
心
に
残
す
こ

と
が
で
き
た
ら
、
私
は
と
て

も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

大子中学校３年

松
まつしま

嶋莉
り お

緒さん

　

町
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問

の
様
子
を
Ｆ
Ｍ
だ
い
ご
で
聴
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
放
送
の

ほ
か
録
音
放
送
も
し
て
い
ま
す

の
で
、是
非
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

　

放
送
日
、
時

間
等
は
Ｆ
Ｍ
放

送
等
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

議
会
で
は
「
議
員
と
話
そ
う

会
」
を
実
施
す
る
町
民
グ
ル
ー

プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

町
や
行
政
に
届
け
た
い
想
い

を
自
由
に
語
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
で
話
し
合
っ
た
意
見

を
も
と
に
議
会
運
営
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

町
民
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

な
ら
、
ど
な
た
で
も
申
し
込
め

ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
議
会
事

務
局
（
７
２
―
１
１
１
５
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

写
真
は
昨
年
実
施
し
た
話
そ

う
会
の
様
子
で
す
。

▽
６
月
４
日
（
水
）
開　

会

▽　
　

５
日
（
木
）
自
宅
審
議

　
　

～
８
日
（
日
）　　

〃

▽　
　

９
日
（
月
）
一
般
質
問

▽　
　

10
日
（
火
）　　

〃

▽　
　

11
日
（
水
）　　

〃

▽　
　

12
日
（
木
）
逐
条
審
議

閉　
　

会

※
詳
細
は
議
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

委
員
長　

川　

井　

正　

人

副
委
員
長　

高　

村　

和　

成

委　
　

員　

介　

川　

秀　

男

委　
　

員　

根　

本　

厚　

子

委　
　

員　

飯　

村　
　
　

剛

委　
　

員　

大　

森　

勝　

夫

委　
　

員　

須　

藤　
　
　

明

そ
の
話
、
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
！

　

４
月
よ
り
新
し
い
年
度
が

始
ま
る
と
と
も
に
、
私
達
議

会
も
生
ま
れ
変
わ
っ
た
新
し

い
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　

人
口
減
少
社
会
と
言
わ
れ

る
今
日
で
あ
る
が
、
大
子
町

を
住
み
や
す
い
町
と
し
て
い

く
に
は
と
考
え
る
と
、
皆
様

と
議
会
と
の
幅
広
い
交
流
が

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る

と
感
じ
て
い
る
。
様
々
な
視

線
・
意
見
・
考
え
を
集
約
し

て
、
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か

っ
て
進
ん
で
い
く
こ
と
が
こ

れ
か
ら
の
大
子
町
に
と
っ
て

重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　

元
気
あ
る
大
子
町
と
し
て

い
く
た
め
に
も
、
皆
様
の
ご

意
見
を
お
聞
き
し
、
様
々
な

事
に
関
わ
り
な
が
ら
、
さ
ら

に
充
実
し
た
活
動
と
い
う
も

の
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

（
介
川
秀
男
）

あ
と
が
き

６
月
定
例
会
開
催
予
定

大
子
町
議
会
広
報
委
員
会

Ｆ
Ｍ
放
送
の
お
知
ら
せ


